
 

 

今回は、卒業生が利用している平川市と大鰐町の施設を中心に紹介します。★（青星）は、本校卒業生が就

職したことのある会社です。 

平川市に住んでいる人はもちろん、黒石市や弘前市、大鰐町に住んでいる人も通っています。黒石市内から

大鰐町の施設に通所している卒業生も多数いますので、少し範囲を広げて考えてみるのも良いと思います。 

いくつかの施設では、高齢者や障害者向けの昼食作りを仕事としている施設もあります。調理が好きで将来

の進路として考えたいならば、衛生面や身だしなみ、身辺自立をしっかりとしていくことが不可欠になります。    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食にも注目。施設によっては無料も！ 

卒後も昼食は楽しみの 1つです。 

最近は弁当を外注する施設が増えています。一方“昼食無料！”をう

たう施設もあります！無料は魅力的ですが“冷凍食品１～２品の提供”

ということも･･･。内容やボリュームの確認は必要です。一方、施設内の厨房

で調理し“できたて”を提供する施設もあります。そういった施設では、学校

の給食よりも遙かに豪華で計算された大人向けの給食が食べられます。どち

らが良いのか、実際に確認することが大切です。 

（最近、人手不足や経費削減のため、給食から弁当に切り替える施設もあり

ます）                    
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旭光園（Ｂ型、生活介護、入所） 
【住所】 平川市猿賀字明堂２５５ 
【定休日】 土、日、祝祭日 
【仕事内容】 室内作業、食品加工 等 
【通勤】 送迎あり 

きりんの里（B型） 
【住所】 平川市中佐渡南田 18-20 
【定休日】 土、日、祝祭日 
【仕事内容】 
室内軽作業、畑作業、施設外就労 

【通勤】 送迎あり 

SUNFLOWER（B型） 
【住所】 平川市荒田下駒田 147‐1 
【定休日】 土、日、祝 
【仕事内容】 
調理、薪作り、畑作業 等 

【通勤】 送迎あり 

カリフラワー（Ａ・Ｂ型・就労移行） 
【住所】 平川市館山前田８０－１ 
【定休日】 土、日、祝祭日 
【仕事・活動内容】 

電子部品関係、調理、施設外就労 等 
【通勤】 ポイント送迎あり 

すまいるホーム（Ｂ型） ＊福家 
【住所】 平川市新屋町道ノ下 35-2 
【定休日】 土、日、祝祭日  
【仕事内容】 
調理、室内軽作業、清掃作業 等 

【通勤】 送迎あり 

おらんど（生活介護） 
【住所】 平川市館山前田８０－４ 
【定休日】 土、日、祝祭日  
【活動内容】 
室内作業、余暇活動、自立課題 等 

【通勤】 ポイント送迎あり 

ココア（B型・生活介護） 
【住所】 平川市館田中前田 183-2 
【定休日】 日曜日  
【仕事・活動内容】 
縫製、室内軽作業、自立課題 等 

【通勤】 送迎あり 
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進路指導をしていると、「この子は判断できないから!」などといって、卒業後の進路を親だけで決めてしま

うケースに時々出会います。進路先を親だけで決めたケースでは、工賃や給料を全て親が管理して、本人には

小遣いを与えるだけ！という方もいました。ここまでいくと経済的虐待ですが…。こういったケースでは、次

第に休みがちになって辞めたり体調を崩して入院したりと、決して良い方向には向かいません。 

進路先を決めるのは“本人”です。親でも学校でも役場でもありません。自分の将来は自分で決めるという

ことです。障がいの軽い重いにかかわらず“自己選択・決定”はできます。もちろん、周りの大人による“意

思決定のための支援”は不可欠です。 

進路を自分で決められるように育てるためには、普段から本人に選ばせる場面をつくり、本人が決め、その

結果に責任を持つ経験を積んでいく（成功だけでなく、小さな失敗や間違い、我慢することも経験させていく）

ようにさせましょう。食事のメニューでもおやつ選びでも良いです。自分で決めたのに、一口食べて「やっぱ

り親が頼んだの食べる!」と勝手に交換するような生活は、小学部のうちに卒業できるようにしましょう。 

 

～ 自宅周辺の散歩が進路の幅を広げるかも！～ 
 施設を選ぶ際に、仕事内容が合うかどうか（適性）で考えますが、最終的には“送迎の範囲”が利用を左

右してしまいます。施設見学の際には「本人にぴったり！」と思ったけど「送迎場所まで一人で歩いて行け

ないし、毎日の送り迎えは無理なので諦めるしかない・・・」という感じです。中には「小学部から高等部

まで自家用車で送っていっていたから親の送迎は大丈夫！」という方もいらっしゃいますが、高等部卒業ま

では”“期間限定送迎”、卒業後は“無期限送迎”になります。一冬超す頃には保護者送迎を諦める家庭も多

いと、ある施設職員の方が話してくれました。 

  家の周りを歩く経験、ちょっと買い物に行く経験をもう少し早くから積み重ねていたら希望する施設を利

用できたのに…と思うことは何度もありました。近くのコンビニまで、自販機まで、一緒に散歩してジュー

ス１本でもお菓子１つでも買う経験を積み重ね、一人でも歩け範囲を広げることで、子どもの自立度はグッ

と上がります。少しずつの積み重ねが進路選択の幅を広げていくことにつながるのです。 


